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開成情報看護専門学校                            ２０２６年４月１日 

工業専門課程に関する学則施工規則（抜粋） 

 

 

第４節 成績の認定 

第10条Ｏ 科目毎の単位認定は、次の条件を以って、単位認定会議、進級認定会議、卒業認定会議に

おいて学校長が行う。 

     （１）各学科で定めた出席率以上の出席であること 

     （２）定期試験、特別定期試験、及び追試験の採点が合格点以上であること 

     （３）第10条Ａについて問題がなかったこと 

   ２ 規定された単位修得によって、進級及び卒業を認定する。 

   ３ 定期試験、又は特別定期試験を受験した科目の判定は「秀、優、良、可、不可」とする。 

   ４ 追試験を受験した科目の判定は「可、不可」とする。 

 

（進級認定）「卒業認定は第21条を参照」 

第10条Ｐ 認定は、進級認定会議において学校長が行う。 

   ２ 認定の要件は次のとおりとする。 

     （１）学費が全額納入済みであること（本章の５節６節） 

     （２）各学科が定める単位を修得済みであること 

   ３ 進級が認定された学生は、開成公用掲示板に学籍番号を掲示する。 

 

（原級留置） 

第10条Ｑ 前条２項（２）の要件に１単位でも足りない学生は、原級留置とし、当該学年を再履修し

なければならない。 

   ２ 原級留置となった時は、当該学年の単位の認定を留保し、その学年の全ての授業科目を再

履修しなければならない。 

   ３ 再履修した授業科目のうち、単位認定を受けられない科目が、前年に単位認定を受けた科

目のうち４０％の単位までは、学年末の進級認定会議において学校長が認定できる。 

 

第５節 工業学科の単位認定 

（工業学科の成績判定基準） 

第10条Ｕ 各期の定期試験の点数と出席率で示した次の表に従って判定する。 

     （１）秀  授業科目の試験が９５点以上の者で、出席率９５％以上の者 

     （２）優  授業科目の試験が８０点以上の者で、出席率８５％以上の者 

     （３）良  授業科目の試験が７０点以上の者で、出席率８５％以上の者 

     （４）可  授業科目の試験が６０点以上の者で、出席率８５％以上の者 

     （５）不可 授業科目の試験が６０点未満の者、又は、出席率８５％未満の者 
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（工業学科の進級に要する単位数） 

第10条Ｖ システム開発科の進級要件は以下のとおりとする。 

     （１）１年次の習得単位が３３単位以上かつ授業時数が７２３時間以上であること 

   ２ 高度システム開発科の進級の要件は以下のとおりとする。 

     （１）１年次の習得単位が３３単位以上で、授業時数が７２３時間以上であること 

     （２）２年次の合計習得単位が６６単位以上で、授業時数が１４４６時間以上であること 

     （３）３年次の合計習得単位が９９単位以上で、授業時数が２１６９時間以上であること 

 

第２節 工業学科の卒業認定 

（工業学科の検定ポイントの付与と報告義務） 

第21条Ｂ 検定試験を受験した場合、その結果を直ちに教員に報告し、検定ポイントの認定を受けな

ければならない。 

 

（工業学科の卒業認定） 

第21条Ｃ 卒業の認定は、学年末の卒業認定会議において学校長が認定する。 

   ２ 卒業の要件は次のとおりとする。 

     （１）システム開発科は、以下の要件を満たした者を卒業とする 

        ① ２年間の修得単位が、66単位以上かつ授業時数が1446時間以上であること 

        ② 検定を９ポイント以上取得していること(※各検定ポイントは別表に定める) 

        ③ 学費が当年度の２月１５日までに完納されていること 

     （２）高度システム開発科については、以下の要件を満たした者を卒業とする 

        ① ４年間の修得単位が、132単位以上かつ授業時数が2169時間以上であること 

        ② 検定を９ポイント以上取得していること(※各検定ポイントは別表に定める) 

        ③ 学費が当年度の２月１５日までに完納されていること 

 

（工業学科の称号付与） 

第21条Ｄ 卒業者には卒業証書を与え、次の称号を付与する。 

     （１）高度システム開発科（４年制）は、高度専門士、職業実践専門課程 

     （２）システム開発科（２年制）は、専門士、職業実践専門課程 

 


